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八重桜まつり
　

４
月
16
日
～
29
日
、

日
本
さ
く
ら
名
所

１
０
０
選
の
地
で
あ
る

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で

「
八
重
桜
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
常
磐
大
学

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
ろ
う
そ
く
を
用
い

た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実

施
さ
れ
、
日
の
暮
れ
た

こ
ろ
、
園
内
は
優
し
く

暖
か
い
あ
か
り
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

Y A E Z A K U R A  F e s t i v a l

　

八
重
桜
ま
つ
り
に

は
毎
年
来
て
お
り
、

今
年
で
10
回
目
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
数
の

八
重
桜
が
観
れ
る
場

所
は
貴
重
で
、
毎
年

感
動
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
桜
の
名
所
を
調
べ

た
ら
八
重
桜
ま
つ
り

を
見
つ
け
、
東
京
か

ら
来
ま
し
た
。

　

香
港
で
は
桜
を
観

た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
夜
桜
も
観
て
み

た
い
で
す
。

櫻
インホア

花好
ハオ

漂
ピアオリャン

亮 ！
（桜がとてもきれいです！）

今年で 10 回目
毎年感動しています！

神栖市から 香港から

来
場
者
に

聞
い
て
み
ま
し
た
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SHIZUMINE Music Festival

静峰音楽祭 4.27（SAT）
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那
珂
市
は
、
近
年
「
住
み
や

す
い
ま
ち
」
と
し
て
評
価

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
急

速
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
で
、
持
続
可
能
な
那

珂
市
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は

「
住
み
よ
さ
」
だ
け
で
は
な
く
「
活

力
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
発
的
に
活
動
す
る

個
人
や
団
体
・
事
業
者
と
力
を
合

わ
せ
、将
来
の
夢
と
未
来
を
描
き
、

活
力
あ
ふ
れ
る
那
珂
市
を
創
造
す

る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
特
に
取

り
組
む
べ
き
方
向
性
を
「
那
珂
ビ

ジ
ョ
ン
」と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

市
職
員
は
も
と
よ
り
、事
業
者
、

団
体
、
そ
し
て
す
べ
て
の
市
民
と

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
発
想
で
果

敢
に
挑
戦
し
、
那
珂
市
の
夢
と
未

来
を
ひ
ら
い
て
い
き
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る
那
珂
市
へ
！

可
能
性
へ
の
挑
戦
―
那
珂
ビ
ジ
ョ
ン
―

活
力
あ
る

担
い
手
の
育
成

（１）
自
治
活
動
へ
の
参
加
意
識
の
形
成

（２）
新
た
な
人
材
の
発
掘
と
育
成

（３）
市
民
に
元
気
を
与
え
る
那
珂
市
役
所

①�市民・団体・事業者の活力との協働
　（意欲ある市民・団体の力、新たな担い手、民間資力）
②国・他自治体との連携（既存団体とのネットワーク、国・県・広域連携）
③市役所の変革（機動的な協力体制、職員のモチベーション向上）

基本方針

基本姿勢

Ⅰ
活
力
あ
る

未
来
へ
の
投
資

（１）
那
珂
市
の
地
の
利
を
活
か
し
た
取
組
み
へ
の
投
資

（２）
産
業
・
生
活
基
盤
の
整
備

（３）
公
共
施
設
の
適
正
化

Ⅲ
住
み
よ
さ
を
支
え
る

活
力
へ
の
支
援

（１）
活
力
あ
る
学
び
と
文
化
へ
の
支
援

（２）
安
全
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

（３）
子
育
て
・
生
き
が
い
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

Ⅱ

先
﨑
市
長
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
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具体的な取り組み
などについて
詳しくはこちら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、

担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
次
代
を

担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に

は
、
市
と
と
も
に
人
材
育
成
に
取

り
組
む
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
増
や
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
た
め
に
活
動

し
よ
う
と
す
る
意
識
を
育
て
る
と

と
も
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
だ
け

で
は
な
い
新
た
な
人
材
を
発
掘
・

育
成
し
、活
力
の
担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。ま
た
、

市
役
所
組
織
や
職
員
意
識
の
改
革

を
通
し
て
、
活
力
あ
る
那
珂
市
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

活力あふれる那珂市の実現に向けて、
ともに挑んでいきましょう！

活
力
あ
る

担
い
手
の
育
成

那
珂
市
に
は
、
自
発
的
に
活

動
す
る
個
人
や
団
体
、
事

業
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
数
多

く
存
在
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
市

の
未
来
を
支
え
る
「
主
体
」
と
市

役
所
が
手
を
携
え
て
、
市
の
活
力

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、そ
う
し
た「
主

体
」
に
対
し
、
新
た
な
挑
戦
の
機

会
の
提
供
や
財
政
的
支
援
の
ほ

か
、
市
を
含
め
た
団
体
間
の
横
の

連
携
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、
相
互
に
活
力
を
遺
憾
な

く
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
構

築
を
進
め
ま
す
。

住
み
よ
さ
を
支
え
る

活
力
へ
の
支
援

多
く
の
公
共
施
設
が
老
朽
化

し
て
い
る
状
況
の
中
で
は
、

施
設
間
の
連
携
や
集
約
化
・
複
合
化

と
い
う
視
点
、
整
備
す
る
場
所
が
地

域
活
性
化
の
拠
点
と
な
り
得
る
か

と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
長

期
的
か
つ
総
合
的
な
視
点
を
持
ち

挑
戦
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
那
珂
核
融
合
研
究
所
と

い
っ
た
先
進
研
究
拠
点
を
有
す
る

那
珂
市
は
、
新
た
な
産
業
の
可
能

性
に
満
ち
た
ま
ち
で
す
。
先
進
技

術
の
知
見
を
い
か
し
た
産
業
振
興

に
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
産
品
開
発
な
ど

で
新
た
な
魅
力
を
創
出
し
ま
す
。

活
力
あ
る

未
来
へ
の
投
資

政
策
企
画
課
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１（
内
線
４
３
５
）

問
い
合
わ
せ
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会計名 予算現額 収入済額 支出済額 収入割合 支出割合

一般会計 218億6,868万4千円 177億1,341万3千円 163億3,091万7千円 81.0％ 74.7％
特別会計 147億8,079万9千円 112億5,610万4千円 126億6,849万2千円 76.2％ 85.7％

国民健康保険（事業勘定） 60億8,911万3千円 53億5,756万4千円 53億5,073万円 88.0％ 87.9％
下水道事業 21億9,662万4千円 8億2,354万7千円 17億7,017万6千円 37.5％ 80.6％
公園墓地事業 1,256万円 1,581万3千円 283万1千円 125.9％ 22.5％
農業集落排水整備事業 11億6,568万7千円 4億5,882万7千円 8億9,579万2千円 39.4％ 76.8％
介護保険（保険事業勘定） 45億8,668万1千円 38億8,260万1千円 39億4,784万6千円 84.6％ 86.1％
上菅谷駅前地区
土地区画整理事業 1億439万8千円 1億432万8千円 1億388万8千円 99.9％ 99.5％

後期高齢者医療 6億2,573万6千円 6億1,342万4千円 5億9,722万9千円 98.0％ 95.4％
合計 366億4,948万3千円 289億6,951万7千円 289億9,940万9千円 79.0％ 79.1％

平成
30年度
下半期

平
成
30
年
10
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

那
珂
市
の
財
政
事
情

財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
２
２
・
５
２
３
）

問
い
合
わ
せ

　

一
般
会
計
は
、
福
祉
や

教
育
、
土
木
な
ど
に
係
る

市
の
基
本
的
な
経
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
県
支
出
金

の
交
付
や
市
債
の
借
入
れ

が
事
務
手
続
き
の
都
合
で

４
月
以
降
に
な
る
た
め
、

収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
出
納
整
理

期
間
※

に
支
払
う
予
定
の

ほ
か
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
行
う
事
業
が
あ
る
た

め
、
支
出
割
合
が
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。

※�

出
納
整
理
期
間
と
は
、
会
計

年
度
末（
３
月
31
日
）ま
で
に

確
定
し
た
債
権
・
債
務
を
完

了
さ
せ
、
現
金
の
未
収
・
未

払
い
を
処
理
す
る
た
め
の
期

間
で
す
。
翌
年
度
の
４
月
１

日
～
５
月
31
日
に
設
け
ら
れ

て
い
る
た
め
、
最
終
的
な
決

算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
し

ま
す
。

◆
一
般
会
計

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事

業
に
つ
い
て
、
特
定
の
歳
入

歳
出
に
よ
り
収
支
経
理
を
行

う
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別

に
設
け
て
い
る
会
計
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業

な
ど
で
の
市
債
の
借
入
れ
や

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
、

国
庫
支
出
金
の
交
付
が
、
歳

出
で
は
、
公
園
墓
地
事
業
で

の
一
般
会
計
へ
の
繰
出
し

が
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
手
続
き

の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る

こ
と
か
ら
、
収
入
・
支
出
割

合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
会
計

◆
歳
入
歳
出
予
算
執
行
状
況

※�災害復旧費、諸支出金、予備費

予算現額 支出済額

13億3,363万2千円土木費

14億7,352万9千円
10億7,646万9千円消防費

38億3,769万5千円
26億6,542万8千円教育費

18億3,112万4千円
16億9,880万1千円公債費

4,631万5千円
118万5千円

その他※

2億6,553万4千円
2億1,086万2千円商工費

8億2,028万9千円
4億4,741万7千円

農林水
産業費

11億9,116万5千円
10億7,045万4千円衛生費

24億6,052万3千円
20億6,326万6千円総務費

1億9,867万6千円
1億8,782万円議会費

民生費 72億9,982万4千円
55億7,558万1千円

24億4,401万円

歳
出

※�利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、ゴルフ場利用税交
付金、財産収入、交通安全対策特別交付金、寄付金

予算現額
収入済額

2億5,990万円
2億7,000万5千円
9億832万8千円
9億832万8千円

2億7,174万8千円
2億6,486万4千円
1億7,144万1千円
1億7,121万8千円

2億4,200万4千円
2億4,670万円

市税

地方譲与税

地方消費
税交付金

地方交付税

分担金および
負担金

使用料および
手数料

国庫支出金

県支出金

その他※

6億7,747万円
0千円

繰入金

10億2,953万円
10億2,953万1千円繰越金

4億2,653万9千円
4億421万8千円諸収入

70億7,469万2千円
70億5,246万4千円

36億6,528万9千円
38億2,349万2千円

26億2,000万3千円
23億58万円

15億6,513万1千円
4億9,160万4千円

7億5,040万9千円市債 29億5,660万9千円

歳
入
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市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と

同
様
に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、独
立
採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務

の
収
支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入

は
水
道
料
金
収
入
、
支
出
は
給
水
の

た
め
の
経
費
や
人
件
費
、
減
価
償
却

費
な
ど
で
す
。

　

資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布
設

な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も

の
で
す
。
収
支
状
況
の
赤
字
不
足
分

に
つ
い
て
は
、
内
部
留
保
資
金
な
ど

で
補
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

広
報
な
か
平
成
30
年
11
月
号
５
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
市
有
財
産
現
在

高
」
表
内
「
基
金
」
の
数
値
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
次
の

と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

○
平
成
30
年
９
月
30
日
現
在
高

　

誤
：
59
億
７
５
１
６
万
８
千
円

　

正
：
80
億
７
５
３
７
万
円

○
対
前
年
度
下
半
期
増
減
高

　

誤
：
△
21
億
４
６
３
万
２
千
円

　

正
：
△
４
４
３
０
万
円

【
お
詫
び
と
訂
正
】

◆
水
道
事
業
会
計

◆
市
税
負
担
の
状
況

◆
市
債
現
在
高

区分 平成31年
3月31日現在

増減
（平成 30 年９月末比）

総務債 4,326万円 △ 298万円
民生債 1,359万円 △ 103万7千円
衛生債 1億8,977万3千円 △ 2,320万4千円
農林水産業債 7,359万円 △ 1,054万6千円
商工債 1億3,734万円 △ 763万円
土木債 7億4,017万7千円 △ 5,470万2千円
河川債 8億6,285万3千円 △ 3,005万1千円
都市計画債 17億4,942万7千円 △ 1億2,354万1千円
公営住宅債 3,758万円 △ 2,895万5千円
消防債 2億9,661万8千円 △ 2,668万9千円
教育債 15億2,820万1千円 △ 1億3,118万3千円
災害復旧債 84万円 △ 14万円
減税補てん債 1億5,931万2千円 △ 3,205万7千円
臨時財政対策債 101億8,832万8千円 4億730万5千円

小計 160億2,088万9千円 △ 6,541万1千円
下水道事業債 96億8,734万3千円 △ 3億9,035万6千円
農業集落排水整備事業債 43億5,987万7千円 △ 1億64万6千円
土地区画整理事業債 3億6,543万6千円 △ 4,300万9千円
水道事業債 18億3,722万8千円 5億7,346万7千円

合計 322億7,077万3千円 △2,595万5千円

区分 予算現額 収入・支出済額 執行率

収益的
収支

収入 11億7,309万3千円 12億3,245万5千円 105.1%

支出 10億6,653万5千円 9億8,954万2千円 92.8%

資本的
収支

収入 7億873万8千円 6億5,907万円 93.0%

支出 12億5,211万円 10億5,033万9千円 83.9%

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中

に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
歳
計
現

金
が
不
足
し
た
場
合
に
、
一
時
的

に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当
該
年

度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。な
お
、

今
期
の
一
時
借
入
れ
は
行
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

◆
市
有
財
産
現
在
高

◆
一
時
借
入
金

区分 平成 31 年
3 月 31 日現在

増減
（平成 30 年９月末比）

土地 179 万 3,456㎡ △ 1,868㎡

建物 16 万 7,550㎡ 1,549㎡

有価証券 1,338万6千円 0 円

出資による権利 7,731万9千円 0 円

債権 1,459万9千円 △ 972万3千円

基金 76億1,132万円 △ 4億6,405万円

※水道事業会計分は含まない

税目 収入済額 1 世帯当たりの
負担額

1 人当たりの
負担額

市民税 29億8,568万1千円 131,476円 54,511円
固定資産税 32億7,579万7千円 144,251円 59,808円
軽自動車税 1億6,894万3千円 7,439円 3,084円
市たばこ税 3億4,686万1千円 15,274円 6,333円
都市計画税 2億7,518万2千円 12,118円 5,024円

合計 70億5,246万4千円 310,558 円 128,760 円

※世帯数 22,709 世帯、人口 54,772 人（平成31年3月31日現在）

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を

実
施
し
た
際
に
、
国
や
民
間
の

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

た
資
金
で
あ
り
、
公
債
費
と
し

て
支
出
し
返
済
し
て
い
ま
す
。
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�
県
内
医
療
機
関
な
ど
の
場
合

　

受
診
す
る
際
に
、
健
康
保
険
証
と
受
給
者

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
支
払
い
額
は
マ

ル
福
の
自
己
負
担
額
の
み
で
す
。

�
県
外
医
療
機
関
な
ど
の
場
合

　

受
診
す
る
際
に
、
健
康
保
険
証
を
提
示

し
、
健
康
保
険
の
自
己
負
担
額
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
領
収
書
、
印
鑑
、
振
込
先
の
分
か

る
も
の
を
担
当
窓
口
ま
で
ご
持
参
い
た
だ
け

れ
ば
、
マ
ル
福
の
自
己
負
担
額
を
超
え
た
差

額
の
精
算
が
で
き
ま
す
。

使
用
方
法

医療福祉費
支給制度
（マル福制度）

　県では、高校３年生までのお子さんやひとり親家庭の
かた、妊産婦のかた、障がいをお持ちのかたを対象に、
健康保険適用分の医療費のうち、自己負担額を超えた分
を助成しています。
※�定期健診や予防接種、入院時の食事代や部屋代などの

健康保険適用外の費用については助成の対象外です。

�
外
来
の
場
合
（
月
２
回
ま
で
）

　

１
医
療
機
関
ご
と
に
１
回
６
０
０
円 

※
３
回
目
か
ら
は
無
料

�
入
院
の
場
合
（
限
度
額
月
３
０
０
０
円
）

　

１
医
療
機
関
ご
と
に
１
日
３
０
０
円

※�

重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福
の
み
、外
来
・

入
院
と
も
に
無
料
で
す
。

※�

調
剤
薬
局
で
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
健
康
保
険
適
用
外
の
費
用
は
除
く
）

自
己
負
担
額

小
児
マ
ル
福

重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福

ひ
と
り
親
家
庭
マ
ル
福

母
子

父
子

　

出
生
日
か
ら
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

※
18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

※�

就
職
・
進
学
・
婚
姻
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。

那
珂
市
で
は
、

４
月
１
日
か
ら
高
校
生

の
外
来
も
助
成
対
象
と

な
り
ま
し
た
！

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

○�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は

３
級
の
内
部
機
能
障
が
い

○
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は
Ａ

○�

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ

　

療
育
手
帳
Ｂ

○�

障
害
年
金
１
級

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）

４
月
１
日
か
ら
、

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

※�

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
か
た
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に

限
り
ま
す
。

　

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
監
護
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
か

た
、
お
よ
び
そ
の
お
子
さ
ん

　

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
、
次
の
か
た

区
分
と
対
象
者

妊
産
婦
マ
ル
福

　

妊
娠
の
届
出
を
し
た
月
の
初
日
か
ら

出
産
し
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で
の
か
た

新
規



広報なか６月号9

【
小
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
マ
ル
福
に
つ
い
て
】

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

【
妊
産
婦
マ
ル
福
に
つ
い
て
】

　

�

健
康
推
進
課
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
（
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
内
）

☎
２
７
０
・
８
０
７
１

【
重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福
に
つ
い
て
】

　

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
６
～
１
２
８
）

問 

い
合 

わ 

せ

手
続
き

　

次
の
も
の
を
持
参
し
、
担
当
窓
口
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
該
当
者
に
受
給
者

証
を
発
行
し
ま
す
。

○
印
鑑
、
対
象
者
の
健
康
保
険
証

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
書
類

　

�（�

対
象
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
も
の
）

○�

本
人
確
認
書
類
（
写
真
付
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
参
し
た
場
合
は
不
要
）

【
妊
産
婦
マ
ル
福
の
み
】

○�

母
子
健
康
手
帳
、
妊
娠
届
出
書
の
写
し

【
重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福
の
み
】

○�

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
害
年
金
証
書
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
該
当
す
る

も
の
の
手
帳
ま
た
は
証
書

※�

転
入
な
ど
で
所
得
が
確
認
で
き
な
い
か
た

は
、別
途
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　父または母の所得額が左記の
基準額を超える場合は、受給で
きません。また、対象者の生計
維持者が父または母以外の基準
額は 1,000 万円になります。

�所得判定年度切替日　７月１日

　対象者や配偶者、対象者の扶
養義務者の所得額が左記の基準
額を超える場合は、受給できま
せん。

�所得判定年度切替日　７月１日

扶養親族数と基準額
うち、老人控除対象配偶者または老人扶養親族数

１人 ２人 ３人

０人 3,096 千円 ― ― ―

１人 3,476 千円 3,576 千円 ― ―

２人 3,856 千円 3,956 千円 4,056 千円 ―

３人 4,236 千円 4,336 千円 4,436 千円 4,536 千円

４人以上 扶養人数 1 人追加ごとに 38 万円加算

ひとり親家庭マル福

扶養親族数 本人 配偶者・扶養義務者

０人 5,209 千円 6,367 千円

１人 5,589 千円 6,616 千円

２人 5,969 千円 6,829 千円

３人以上 扶養人数１人追加ごとに
38 万円加算

扶養人数１人追加ごとに
21 万 3 千円加算

重度心身障がい者マル福

　左記の県制度基準額を超過し
たかたは、市単独制度で助成し
ます。
　自己負担額などの助成内容は
県制度と同様です。
※�小児マル福のみ、受給者証の

枚数や色が異なります。

○妊産婦マル福…… 対象者と配偶者の所得額
○小児マル福……… 父または母の所得額

※�主として対象者の生計を維持しているかたが左記以外
のかたの場合、基準額は 1,000 万円です。

妊産婦・小児マル福（県制度基準額）

所得制限基準表

扶養親族数と基準額
うち、老人控除対象配偶者または老人扶養親族数

１人 ２人 ３人

０人 6,300 千円 ― ― ―

１人 6,680 千円 6,740 千円 ― ―

２人 7,060 千円 7,120 千円 7,180 千円 ―

３人 7,440 千円 7,500 千円 7,560 千円 7,620 千円

４人以上 扶養人数１人追加ごとに 38 万円加算
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保険課保険・年金グループ　☎２９８ー１１１１（内線１４２～１４７）

保険料の
免除制度

保険料額
（月額）

老齢基礎年金に
どれくらい反映される？

全額免除 — ２分の１が反映

４分の３免除   4,100 円 ８分の５が反映

２分の１免除   8,210 円 ４分の３が反映

４分の１免除 12,310 円 ８分の７が反映

※注意事項※
　一部免除制度は、保険料の一部を納付することに
より、残りの保険料が免除になる制度です。一部保
険料を納付しなかった場合、その期間の一部免除が
無効（未納）となるため、将来の老齢基礎年金の受
け取り額が少なくなります。

　本人・配偶者・世帯主それぞれの前年度の所得な
どを審査し、承認を受けることにより、その期間の
全額または一部の納付が免除されます。

　国民年金保険料の免除や納付猶予が承認された期間は、国
民年金の保険料を定額で納めた場合よりも老齢基礎年金の受
け取り額が少なくなります。これらの期間の保険料は、10
年以内であれば後から納めることができます。ただし、承認
された期間の翌年度から起算して 3 年度目以降に保険料を
追納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間
に応じた加算額が上乗せされます。
　追納することにより、保険料を納付した場合と同じ年金額
で老齢基礎年金を受け取ることができます。

　20 歳以上 50 歳未満のかたで所得が少なく、本人
と配偶者の所得が一定の基準以下であれば、その期
間の保険料の納付を先延ばしにすることができます。

○年金手帳と印鑑をお持ちください。
○�失業が理由のときは、雇用保険被保険者離

職票または雇用保険受給資格者証の写しが
必要です。

免除・納付猶予を申請するには

　

学
生
を
対
象
と
し
た

「
学
生
納
付
特
例
」の
令
和

元
年
度
分
申
請
は
、
4
月

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

　国民年金の月額保険料は、16,410 円（令和元年度）ですが、所得が少ないなどの理由で保険料
を納付することが困難な場合は、申請していただくことで保険料の納付が免除または猶予される
制度があります。

保険料の免除制度

保険料の「追納」をおすすめします

保険料の納付猶予制度

承認期間 ７月から翌年６月まで 承認期間 ７月から翌年６月まで

◆免除制度の種類

国民年金保険料の

納付が困難
そんなときは…

があります !!
「国民年金保険料の免除・納付猶予制度」

問い合わせ

※注意事項※
　平成 28 年 6 月分までは 30 歳未満、平成 28 年
７月分以降は 20 歳以上 50 歳未満が納付猶予制度
の対象となります。納付猶予の期間は、年金を受け
取るために必要な受給資格期間に反映されますが、
老齢基礎年金の受給額が増えることはありません。
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　地域包括支援センターは、65 歳以上のかたの介護・健康・福祉の総合相談窓口です。
　ご自身や家族のことでお困りのことがあれば、お住まいの地区の地域包括支援センターへ気軽にご相談ください。

高齢者の暮らしを支える「地域包括支援センター」

問い合わせ

介護長寿課高齢者支援グループ
☎２９８－１１１１

（内線１３２・１３３）

お住まいの地区 地域包括支援センター 住所 電話番号
神崎・菅谷 青燈会 菅谷 605 － 2 295－5288

五台・戸多・芳野 ゆたか園 後台 2045 － 4 295－1287

額田・木崎・瓜連 ナザレ園 中里 361 － 2 296－3405

介護保険・予防・方法に関すること

高齢者虐待に関すること

認知症に関すること

福祉サービスに関すること

その他
医療・在宅医療・近隣トラブル・

家族関係・精神疾患・ケアマネ支援など

1,344
1,932

56
63

247
439

247
234

1,564
2,712

 平成29年度 件3,458
 平成30年度 件5,380

5000 1,000
1,500

2,000
2,500

地域包括支援センターでは
こんな相談を受けています

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
平

成
30
年
中
の
所
得
が
、
所
得
制
限
限
度
額

以
内
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

確
定
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
所

得
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届

　

６
月
の
児
童
手
当
定
期
払
時
に
、
市
か

ら
手
当
を
受
け
取
っ
た
か
た
は
「
現
況
届
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況
届

は
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

現
況
届
は
、
市
か
ら
現
在
児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
対
し
て
、
６

月
中
旬
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。

※�

現
況
届
が
届
か
な
い
か
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
お
送
り
し
ま
す

所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

中
学
校
卒
業
前
（
15
歳
の
誕
生
日
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
（
平
成

16
年
４
月
２
日
以
後
生
ま
れ
）
を
養
育
し

て
い
る
か
た
で
、
平
成
30
年
中
の
所
得
が

次
の
所
得
制
限
限
度
額
以
内
の
か
た

※�
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
特

例
給
付
と
し
て
月
額
一
律
５
０
０
０
円
を

支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

扶養親族等の数 所得額

０人 622 万円

１人 660 万円

２人 698 万円

３人 736 万円

４人 774 万円

５人 812 万円

■�令和元年度所得制限
　限度額（控除後の所得）

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
５
４
・
２
５
５
）

問
い
合
わ
せ

６
マデ
28

忘
れ
ず

提
出
し
て
ね
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夏の節電に取り組みましょう
－６月は環境月間です。環境にやさしい生活を－

　夏は電気の使用量が多くなる季節です。一人ひとりの節電の取り組みが全体として
大きな成果となり、温室効果ガスの排出を抑え、地球温暖化防止につながります。

○室内温度を夏は 28℃に設定する。
○�室外機周辺を整理し、こまめに
　フィルターを掃除する。
○�グリーンカーテン※やすだれの併用で、冷房効果

を上げる。
※�ゴーヤやアサガオなどのつる性植物を植えること

でできる自然のカーテンのこと。

エアコン編

○�個別のエアコンの使用を控え、涼しい公共施設や
お店、公園などを利用し、クールシェアする。

○早寝早起きをする。

ライフスタイル編

　グリーンカーテンは冷房効果を上げるのはもちろ
ん、見た目も涼しく、一緒に園芸も楽しめるので、
まさに一石三鳥です。
　市では、グリーンカーテンづくりに参加いただい
たかたに記念品をお渡ししています。一緒に省エネ・
節電に取り組みましょう。

■応募資格　市内在住のかた、市内事業所
■応募方法　�応募用紙とグリーンカーテンの様子が

分かる写真を添付の上、環境課へ直接、
郵送、Ｅメールでご応募ください。

※�応募用紙は、市役所（本庁）１階お知らせコーナー、
環境課、瓜連支所または市ホームページで取得で
きます。

■応募期限　８月 30 日（金）
※�ご応募いただいた写真・エピソードは、市ホーム

ページで紹介します。

グ リ ー ン カ ー テ ン な ら

イイコトづくめ！

○中身を整理し、ドアの開閉時間を短くする。
○�効率的に放熱できるように、冷蔵庫周辺に適度な

隙間をつくる。

冷蔵庫編

○�不要な主電源は切り、長時間使わないときは
プラグを抜く。

○省エネ型を選ぶ。
○ドライヤーの時間を短くする。
○テレビの画面を掃除する。

電気製品編

今 日 か ら
できる！

節電
ポイント

環境課環境グループ　☎２９８－１１１１（内線４４７～４４９）     
　　　　　　　　　　Ｅメール 　kankyou@city.naka.lg.jp

問い合わせ

わがまちの環境を考える
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ヒマワリノオカ
住 所　杉 1095-2　
電 話　298‐5059
営業時間　午前 10 時～午後６時
定 休 日　不定休

～那珂市特産品ブランド認証品～

　ひまわりっこなめらかプリンは、市のブランド認証品である卵「ひま
わりっこ」と新鮮な牛乳を使用し、コクのある味わいとなめらかな口当
たりが特徴です。また、卵型の容器のかわいらしさと、常時６種類ほど
あるという豊富な品ぞろえから、お使い物としても重宝されています。
　シフォンケーキには、割ったときに独特なシュワッとした感触があ
り、口当たりはしっとりとしています。これは新鮮な卵を使用するこ
とと、独自の製法によりなせる業です。また、季節限定のフレーバー
として使用する野菜や果物は、極力那珂市産を用いています。
　いずれの商品も、日持ちしないことを残念がるかたもいるそうです
が、それは同時に新鮮な証でもあります。「無添加、無着色で体にや
さしいお菓子は、鮮度が命。多くのかたに素材の味を知っていただき、
喜んでもらいたい。」と語る古谷店長は、お客様の「おいしい」とい
う言葉に支えられ、日々卵という繊細な素材と向き合い、より良い商
品作りに励んでいます。

ひまわりっこなめらかプリン
シフォンケーキ

ひまわりっこなめらかプリン　220 円（税込）

シフォンケーキ	 カット　   160 円～（税込）
		  ホール　1,100 円～（税込）

事業内容

息栖の森の間伐、下草刈り、コサ払いを通じた環境整備、維持管
理を行い、３世代交流の場や地域住民の憩いと交流の場として
ふさわしい環境整備を行う。

古徳沼周辺の環境整備、古徳沼の流入湧
ゆうすい

水の整備および水質
改善、渡り鳥の観察とマコモ栽培などの休耕田の利用、環境
整備事業として市内外に広報などをし、「古徳沼」を子ども
から高齢者まで、愛しく、楽しめる憩いの地にする。

常陸二宮「静神社」前の溜池周辺の環境整備を行い、静峰ふ
るさと公園などを訪れる観光客を気持ちよく迎えられるよう
にするとともに、地域住民の交流と憩いの場とする。

実施事業名

「息栖の森ふるさと公園」造成
【継続事業２年目】

古徳沼及び周辺の環境整備事業
【継続事業２年目】

静神社前の溜池周辺の
整備・美化事業

団体名

息栖の森
自然共生を図る会

瓜連地区
まちづくり委員会

静自治会

　市では、市と市民による協働のまちづくりの推進のため、市民活動
団体などから協働の先進事例となる事業提案を募集しており、事業が
採択された団体に補助金を交付する取り組みを行っています。
　今年度は３件の事業の申込みがあり、４月 23 日に開催した選考会
において、申込団体による公開プレゼンテーションが実施され、次の
とおり採択されました。

市民協働課市民活動グループ　☎２９８ー１１１１（内線２６４・２６５）問い合わせ

▲公開プレゼンテーションの様子

市民提案事業の採択団体が決まりました
令和元年度那珂市市民活動支援事業
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商工観光課商工観光グループ
☎２９８－１１１１（内線２４５）

問い合わせ

経営者のお悩
み、

解決します！

「売上を伸ばしたい！」
「生産性を上げたい！」
「新たな事業の柱をつくりたい！」
「後継ぎもなく事業を今後どうしたらよいか…」

那珂市
よろず相談事業
　市では、市内の経営者の皆さんを支援するため、平成 28 年４月からひたちなかテクノセンター
の企業支援コーディネーターを配置しています。窓口相談のほか、市内の事業所を訪問しながら、
ノウハウをいかした支援を実施しています。
　経営課題に関するあらゆるお悩みの相談に応じ、専門的な助言や支援機関の紹介などを行い、
解決の糸口を導き出します。

窓口相談

企業相談

水曜日　午前９時～正午　※事前予約制
市役所（本庁）商工観光課

専任コーディネーター２人が窓口相談、企業訪問を担当します。

事業所が抱える問題や悩みの相談にお応えします。

コーディネーター

支援内容・事例

経営力
向上

人材
開発

販路
開拓

創業
支援

専門家による省エネ改
善、ISO 導入、各種セミ
ナー開催などを支援しま
した！

就職説明会・インター
ンシップへの参加支
援、人材情報の紹介な
どを実施しました！

東京ビッグサイト、つく
ば国際会議場での展示会
や個別事業のマッチング
を支援しました！

開発力
向上

資金
調達

商標登録の支援や知財
専門家の紹介、特許に
関わる相談に対応しま
した！

那珂市販路拡大補助
金、ものづくり補助金、
ほか各種補助金の申請
を支援しました！

円滑な創業に向けての
情報提供やアドバイス
をします！

大手メーカーにて経営企
画、管理部門に関わり、
経営全般、M&A のサポー
トを得意とする。

小
おがわ

川　紀
のりとし

敏左 宮
みやた

田　正
まさみ

海
大手メーカーにて製造
技術、品質保証に関わ
り、技術面のサポート
を得意とする。

右

相談無料
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青
少
年
相
談
員
は
、
青
少
年
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
の
相

談
活
動
の
ほ
か
、
地
域
親
と
し
て
地
域
の
青
少
年
活
動
を
支

え
る
担
い
手
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
時
代
に
伴
う
、家
庭
や
地
域

の
教
育
力
の
低
下
、大
人
の
規
範
意
識
の
低
下
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
有
害
情
報
の
氾は

ん
ら
ん濫

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因
す
る
犯
罪
な

ど
、憂
慮
す
べ
き
現
況
か
ら
青
少
年
を
保
護
し
、健
全
に
育
成

す
る
た
め
に
、
青
少
年
の
た
め
の
巡
回
相
談
活
動
や
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地区 小学校 氏名

神崎 横堀小

佐 川　良 男
小 澤　孝 一
田 所　盛 一
澤 畑　敏 子
瀬 谷　一 雄

額田 額田小

庄 司　元次郎
舟 串　宣 江
樫 村　隆 一
岩 佐　　 弘

菅谷

菅谷小

田 中　幸 子
入 江　　 洋
石 﨑　泰 子
大 串　　 猛

菅谷東小

小 田　　 充
平 野　久 子
中 野　知 子
成 田　義 美

菅谷西小

山 下　ひさ代
井 澤　庄 治
鯉 渕　節 夫
高 橋　良 一

五台 五台小
山 田　登志子
山 田　正 巳
井 上　礼 子

地区 小学校 氏名

五台 五台小

橋 本　　 勝
金 澤　敬 子
森 島　栄 子
山 田　　 修

戸多

芳野小

関 　 守
綿 引　　 誠
小 瀧　辰 雄
小 貫　 秀 夫

芳野

大 森　 一 孝
勝 山　　 昇
大 内　　 薫
池 崎　恵 子

木崎 木崎小

照 沼　　 忠
大久保　れい子
綿 引　みどり
袴 塚　耕 二

瓜連 瓜連小

先 﨑 　 武
寺 門　友 紀
栗 田　純 子
仲 條　ゆう子
萩野谷　直 子
長 岡　 洋 子
髙 嵜　孝 司

（平成 31 年４月１日現在・敬称略）

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

（
瓜
連
支
所
）

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
８
２
８
３
）

問
い
合
わ
せ

１
相
談
活
動
の
充
実
と
改
善
を
図
り
ま
す

　

〇
街
頭
に
お
け
る
定
期
巡
回
と
相
談
活
動

　

〇
催
事
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
と
声
か
け

　

〇�

青
少
年
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
へ
の
適

切
な
対
応

　

〇「
中
高
生
と
語
る
会
」
の
実
施

２�

青
少
年
の
た
め
の
安
全
確
保
と
非
行
防
止

に
努
め
ま
す

　

〇
学
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
徹
底

　

〇�

通
学
路
の
安
全
点
検

　
　
（
交
通
安
全
・
不
審
者
対
応
）

３�

普
及
啓
発
活
動
と
社
会
環
境
浄
化
活
動

（
関
連
団
体
と
の
連
携
）を
推
進
し
ま
す

　

〇�「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
協
力
す
る
店
」

と
の
連
携
と
登
録
活
動
の
推
進

　

〇
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進

４
相
談
員
と
し
て
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す

　

〇
市
の
現
状
に
対
す
る
研
修

　
　
（
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
懇
談
会
）

　

〇
今
日
的
課
題
に
関
す
る
研
修

　
　
（
移
動
研
修
会
）

　

〇
青
少
年
へ
の
対
応
に
関
す
る
研
修

　
　
（
相
談
員
研
修
会
）

活
動
の
重
点
目
標

（上）児童自立支援施設「那須学園」
視察研修、（右）なかひまわりフェ
スティバル合同パトロール

私
た
ち
は

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

青
少
年
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
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　　　　　　健康推進課健康増進グループ
　　　　　　（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
　　　　　　☎２７０－８０７１

みんなの健康 問い合わせ

　

皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
。
今
回
は
、
皮
膚
に
直
接

噴
霧
す
る
虫
よ
け
剤
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　

虫
刺
さ
れ
を
防
ぐ
に
は
肌
を
露
出

さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
番
で
す

が
、
市
販
の
虫
よ
け
剤
を
使
う
こ
と

も
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
虫
よ
け
剤

を
使
用
す
る
際
に
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
が
、
成
分
や
濃
度
に
よ
っ

て
、
12
歳
未
満
の
小
児
に
対
し
て
は

使
用
制
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
必
ず
使
用
上
の
注
意
を
よ
く
読

ん
で
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
成
分

と
注
意
事
項
を
簡
単
に
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、下
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

大
人
に
使
用
す
る
場
合
で
も
顔
や

首
筋
に
塗
る
場
合
は
、
手
の
ひ
ら
や

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
一
度

噴
霧
し
た
も
の
を
塗
る
よ
う
に
し
て
、

直
接
吸
い
込
む
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

効
率
よ
く
虫
刺
さ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

４
～
６
時
間
お
き
に
使
用
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
虫
よ
け
剤

で
完
璧
に
虫
を
防
げ
る
わ
け
で
は
な

く
、
肌
を
露
出
さ
せ
な
い
こ
と
が
虫

を
防
ぐ
基
本
で
す
。
虫
よ
け
剤
と
上

手
に
組
み
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の

時
期
を
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？
虫
よ
け
剤
の
年
齢
制
限

ス
ル
ガ
ヤ
薬
局　

薬
剤
師　

山
口　

直　

先
生

主成分 特徴
ディート 30％
第２類医薬品※

12 歳未満の使用不可
小児の顔には使用不可

ディート 12％
第２類医薬品※ ６か月未満乳児は

使用不可
６か月以上
２歳未満は
１日１回

２歳以上
12 歳未満は
１日１～３回ディート 10％以下

防除用医薬部外品 小児の顔には使用不可
イカリジン

防除用医薬部外品 ディートと同等の効果があるといわれ、年齢にかかわらず使用可

ハーブ成分 年齢にかかわらず使用可（ただし虫よけ効果は弱い）

消防本部 NEWS

～声高らかに「ちびっこ消防士」が誕生！～

　市立ひまわり幼稚園、市内保育所・
保育園の園児を対象に、防火教育の実
施を目的とした幼年消防クラブ発会式
が、４月 24 日から５月 29 日までに
10 クラブで行われ、358 人のちびっ
こ消防士が誕生しました。

■「わたしたちはひあそびをしません！」

▲ごだい保育園幼年消防クラブ
　発会式では、認定証とワッペンの授与やくす玉割りが行われた
ほか、はっぴ姿になった園児が誇らしげに記念撮影したり、防火
アニメ映画を観賞したりしました。最後にクラブ員となった園児
が「わたしたちはひあそびをしません」と元気よく誓いの言葉を
述べ、空へ風船を飛ばし閉会しました。
　ちびっこ消防士たちは、これから７・８月の防火花火指導会、
12・１月の防火もちつき会などの行事を通して火の危険性や正
しい使い方を学んでいきます。防火の輪を広げ、火災のないまち
づくりの力となってくれることと期待しています。

▲かしま台保育園幼年消防クラブ

※�

デ
ィ
ー
ト
12
％
以
上
の
医
薬
品
に
の

み
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
忌
避
に
有
効

問い合わせ 市消防本部　☎２９５－２１１１
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【 一般書 】
『心音』	 ／乾ルカ　著
『�チャイムが鳴った　safe and sound』	

		 ／日和聡子　著
『�偶然の聖地 The Paradise of Chance』	

		 ／宮内悠介　著

【 児童書 】
『いないいないばあさん』	／佐々木マキ　作
『�2030 年のハローワーク　5 分でわ

かる 10 年後の自分』　	／図子慧　著

◆新着本案内

　35 歳。起業した太郎は年収同等のポルシェを購
入。だが自慢の愛車で得体の知れないものを運ばさ
れるはめに。向かうのは欲望か、死か ? 『文藝』掲
載を書籍化。			   （出典：TRC MARC）

★�『ポルシェ太郎』
　　／羽田 圭介　著　河出書房新社

★�『うみどりの島』　
　／寺沢孝毅　文　／あべ弘士　絵　偕成社
　北の海にうかぶ天売島。300 人がくらすこの小
さな島に、100 万羽の海鳥がやってくる－。海鳥
の子育てと人のくらしをとおして、北海道天売島の
1 年を描く。見返しに海鳥たちの解説等あり。

（出典：TRC MARC）

※�その他の新着本については、市立図書
館ホームページをご覧ください。  
　http://www01.ufinity.jp/nakalib/

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

図書館カレンダー

７月
July

	 7 日	 午後２時～
18 日	 午前 10 時 30 分～
21 日	 午後２時～
		  午後３時～
26 日	 午後３時～

おはなし会

13 日	 午後 1 時 30 分～映画会

休館日

※��休館中の本の返却は、ブックポスト（正
面玄関左側壁面）をご利用ください。た
だし、CD/DVD は破損防止のため、開
館後にカウンターでご返却ください。

Cook

①�卵に砂糖と塩を加えて混ぜ、フライパンにサラダ油をひいて
薄焼き卵を２枚焼く。

②�薄焼き卵の粗熱を取り、のりと同じ大きさに切る。
③�薄焼き卵２枚の上に、それぞれ紅ショウガとでんぶを散らす。
④�③１枚を棒状に巻き、さらにもう１枚を巻きつける。
⑤�巻きすにのりを置いて酢飯を広げる。④を中央に置き、その

周りに野沢菜漬を等間隔に置いてから巻く。
⑥�少し置いてなじませてから食べやすい大きさに切る。

■作り方

■１人分（３１５kcal ／塩分２．７g）

飾り巻きずし
バラの花

ヘルスメイトさんが作る健康料理  165

■材料（２人分・のり巻き１本分）

酢飯･････････････200g
のり･･････････････１枚
サラダ油･･････････少々
　　卵････････････２個
　　砂糖･･････小さじ１
　　塩････････････少々

でんぶ･････････････ 適量
紅ショウガ･････････ 適量
野沢菜漬※･･････････ ３本
※�ほうれんそう、きゅうり

でもよいＡ

 �コメント
　切ってからのお楽しみがある料理
です。お弁当に入れてもいいですね。

 協力
那珂市食生活改善推進員協議会

市立図書館だより ☎３５２－１１７７
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まちの話題

　

５
月
11
日
、
静
峰
ふ
る
さ
と
公

園
の
水
上
ス
テ
ー
ジ
で
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
の
無
料
体
験
会
が
開
催
さ

れ
、午
前
の
部
は「
バ
ラ
ン
ス
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、
午
後
の
部

は
「
ズ
ン
バ
（
Z
U
M
B
A
）」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ズ
ン
バ
は
、
主
に
ラ
テ
ン
系
の

音
楽
に
合
わ
せ
て
自
由
に
体
を
動

か
す
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
、
参
加
者

は
先
生
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
、
各
自
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
足

を
上
下
左
右
に
振
り
、
約
１
時
間

体
を
動
か
し
ま
し
た
。

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学

技
術
研
究
開
発
機
構（
向
山
）で
５

月
８
日
、
Ｊ
Ｔ
‐
60
Ｓ
Ａ（
核
融

合
実
験
装
置
）中
心
ソ
レ
ノ
イ
ド
の

組
み
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｔ
‐
60
Ｓ
Ａ
計
画
は
、
フ
ラ

ン
ス
で
建
設
中
の
Ｉイ

ー

タ

ー

Ｔ
Ｅ
Ｒ（
国

際
熱
核
融
合
実
験
炉
）の
支
援
研

究
な
ど
を
目
的
と
し
、
中
心
ソ
レ

ノ
イ
ド
は
装
置
の
魂
と
も
い
え
る

世
界
最
大
級
の
超
伝
導
コ
イ
ル
で

す
。
今
回
の
組
み
立
て
で
重
要
な

局
面
を
迎
え
た
Ｊ
Ｔ
‐
60
Ｓ
Ａ

は
、来
年
３
月
に
完
成
予
定
で
す
。

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間
（
５
月
12
日
～
18

日
）」
の
期
間
中
、
市
連
合
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
相

談
支
援
活
動
の
充
実
や
委
員
活
動

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
的
に
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
一
斉

訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
担
当
区
域

内
の
世
帯
を
訪
問
し
、
安
否
確
認

を
行
う
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
を
手

渡
し
な
が
ら
交
通
事
故
や
消
費
者

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一
斉
訪
問

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
向
け
て

　

４
月
20
日
、
狂
犬
病
の
予
防
注

射
の
実
施
に
合
わ
せ
、
市
役
所
駐

車
場
で
「
わ
ん
ち
ゃ
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
」
の
普
及
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
わ
ん
ち
ゃ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」

と
は
、
犬
の
散
歩
中
に
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
活
動
の
こ
と
で
、
特

に
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
に
行

う
と
高
い
防
犯
効
果
を
生
む
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
愛
犬
を
散
歩
す

る
際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
目
を

配
る「
わ
ん
ち
ゃ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

わ
ん
ち
ゃ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
で
安
全
安
心
を

jwi 承認 No.12225
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まちの話題まちの話題

　

５
月
18
日
、
市
立
図
書
館
多
目

的
室
で
「
多
文
化
共
生
セ
ミ
ナ
ー

イ
ラ
ン
編
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
の
エ
ブ

ラ
ヒ
ム
・
マ
ス
ク
ー
ト
さ
ん（
イ
ラ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
出
身
）か
ら

イ
ラ
ン
の
魅
力
や
文
化
な
ど
が
紹

介
さ
れ
、
サ
ン
ト
ゥ
ー
ル
と
い
う
イ

ラ
ン
の
伝
統
打
弦
楽
器
を
演
奏
い

た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
の
お
菓

子
を
食
べ
な
が
ら
行
わ
れ
た
交
流

会
で
は
、
講
師
の
ユ
ー
モ
ア
あ
る

人
柄
も
あ
り
、
参
加
者
は
楽
し
く

イ
ラ
ン
文
化
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ラ
ン
文
化
を
学
び
ま
し
た

　

５
月
17
日
、
５
月
の
消
費
者
月

間
に
合
わ
せ
、
消
費
者
月
間
統
一

テ
ー
マ
「
と
も
に
築
こ
う
豊
か
な

消
費
社
会
～
誰だ

れ

一
人
取
り
残
さ
な

い
２
０
１
９
～
」
の
も
と
、
マ
ル

ト
Ｓ
Ｃ
那
珂
店
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
消
費
者
団
体
の

皆
さ
ん
と
市
職
員
が
啓
発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
来
店
者
に
手
渡
し
、
悪

質
商
法
な
ど
へ
の
注
意
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
市
内
で
も
架
空
請
求

葉
書
が
届
く
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
27
日
、市
立
図
書
館
で「
こ

ど
も
図
書
館
ま
つ
り
」「
菅
・
ま
ち
・

テ
ラ
ス
」「
い
ぃ
那
珂
マ
ル
シ
ェ
」

が
同
時
開
催
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
初
日
の
晴
天
の
も
と
、

市
立
図
書
館
は
多
く
の
か
た
が
た

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

主
催
の
「
菅
・
ま
ち
・
テ
ラ
ス
」

で
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
か
き
氷

な
ど
の
提
供
の
ほ
か
工
作
教
室
な

ど
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
の
来
場

者
が
地
域
の
か
た
が
た
と
交
流
し

ま
し
た
。

　

ま
た
「
い
ぃ
那
珂
マ
ル
シ
ェ
」

で
は
、
フ
ェ
ル
ミ
エ
那
珂
の
皆
さ

ん
に
よ
る
那
珂
野
菜
の
販
売
の
ほ

か
、
も
っ
ち
り
し
た
食
感
の
米
ぷ

る
る
ん
食
パ
ン
の
販
売
も
行
わ

れ
、
地
場
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
一

役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
絵
本
作
家
の
石
崎

な
お
こ
氏（
ひ
た
ち
な
か
市
出
身
）

に
よ
る
「
空
に
ふ
り
か
け
を
ふ
ら

せ
て
み
よ
う
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
石

崎
氏
の
代
表
作
「
ふ
り
か
け
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
」
の
世
界
が
大
好
き

な
子
ど
も
た
ち
は
、
早
速
作
品
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ビ
ー
ズ
や

シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
絵
を
描
い
た

り
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
自
分
だ

け
の「
ふ
り
か
け
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」

に
満
足
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

市
立
図
書
館
か
ら
に
ぎ
わ
い
の
輪
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国保ミニ情報

○那珂市国保の加入者数	 13,091 人
　（平成 31 年４月末現在・
	 前月比 184 人増）
○那珂市国保が医療費の一部として
　支払った金額	 2 億 9,222 万円
　（平成 31 年４月・
	 前月比 1,327 万円減）

※�皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします。

那珂市の人口（５月１日現在）
 ※（　 ）内は前月比

　男	 26,930 人	 （＋	 16）
　女	 27,882 人	 （＋	 24）
　計	 54,812 人	 （＋	 40）
世帯数	 22,760 世帯	 （＋	 51）

○出生	 36 人
○死亡	 45 人

（４月１日～ 30 日）

人の動き

火災・救急の状況  

○火災件数
	 １件	 （本年累計 13 件）
○救急出場件数
	 181 件	 （本年累計 812 件）
※�火災出場件数が増加しています。

火の取り扱いには十分注意してく
ださい。

問い合わせ／市消防本部 
☎ 295 － 2111

（４月末現在）

事件・事故の発生状況
（４月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故	 57 件
　負傷者	 70 人
　死者	 0 人
※�暗くなる前から反射材を身に付け

ましょう！
○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数	 151 件
　　うち　住宅侵入窃盗	 16 件
　　　　　自動車盗	 5 件
　　　　　車上ねらい	 32 件
※�防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ
問い合わせ／那珂警察署
☎ 352 － 0110

Information

友 達 増 加 中

ＬＩＮＥ＠那珂市役所公式アカウントで情報発信
しています。友達登録よろしくお願いします！

ＬＩＮＥアプリで「那珂市役所」を
検索、または下記ＱＲコードから
登録してください。

問い合わせ／シティプロモーション推進室
　　　　　　☎ 298－1111　内線 425

登録方法

今月の納税

○市県民税（普通徴収）	 １期
○介護保険料（普通徴収）	 ２期

納期限：７月１日
■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な口座
振替制度をご利用ください。詳細はお
問い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
☎ 298 － 1111　内線 173・174

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

那珂混声合唱団
第 22 回フラワーコンサートチャリティ		
	 32,366 円

４月 15 日～５月 14 日（敬称略）

※�善意銀行の寄付は、市社会福祉協議
会でお受けしています。

☎ 229 － 0309

ノーマイカーデーを実施

　市では、地球温暖化対策の取り組
みとして、５月から 8 月までの４か
月間、毎月第２週にノーマイカー
デーを設定しています。期間中の５
月 10 日、先﨑市長もＪＲ水郡線を
利用して市役所に通勤しました。
　皆さんも自転車、徒歩、公共交通
機関などを利用し、温室効果ガスの
削減に一緒に取り組みましょう。

広報なか、市ホームページなどに掲載することができます。
気軽にご相談ください。
料 金■広報なか　　　　　　　　　半枠１か月１万円～
　　　　市ホームページバナー　　　１枠１か月１万円
対 象■�市内および近隣市町村に住所または事業所もしくは店

舗などを有するかた（政治・宗教・風俗営業などを除く）
掲載２か月前までにご相談ください【空き状況・詳細はお問い合わせください】
問い合わせ■行財政改革推進室 ☎ 298－1111　内線 572

広 告 募 集 市内事業者などの皆さんの
広告を募集しています
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法律相談

日時／
○７月  ９日（火）午後 1 時～ 5 時
○７月 23 日（火）午後 1 時～４時
場所／市役所（本庁）１階相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
費用／無料（相談時間１回 20 分）
申込方法／�電話または窓口で事前に

予約してください。
※�同じ事案について再度の相談はご

遠慮ください。
申込み・問い合わせ／市民相談室
☎ 298 － 1111　内線 117

那珂地区更生保護サポートセンター
場　　所　瓜連支所１階
開設時間　月・水・金曜日
　　　　　午前 10 時～午後４時
電　　話　212 － 4976

InformationInformation

●市役所の電話番号
　☎ 298 － 1111（代表）

●ホームページURL（携帯可）
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　city-p@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
　�市では「広報なか」のほかに「おしら
せ版」（月２回）を発行しています。

	 7 日	那珂記念クリニック	 （中台）
				    ☎ 353 － 2800
14 日	たに内科クリニック	 （古徳）
				    ☎ 229 － 0721
15 日	那珂クリニック	 （中台）
				    ☎ 295 ー 9800
21 日	あいざわ循環器内科クリニック
				    （竹ノ内）
				    ☎ 229 ー 1230
28 日	塙内科消化器科	 （後台）
				    ☎ 295 ー 2110

※�診療時間は午前９時～ 11 時 30 分
です。

※�受診の際は、必ず当該医療機関へ
電話でお問い合わせください。

◆�診療時間外の休日夜間診療などに
ついては、次の機関にお問い合わ
せください。（24 時間 365 日受付）

○子どもの病気について
　茨城子ども救急電話相談
　（☎＃ 8000）（☎ 03－5367－2367）
○大人の病気について
　茨城おとな救急電話相談
　（☎＃ 7119）（☎ 03－5367－2365）

◆茨城県救急医療情報システム
　急病などですぐに受診したいとき
に、お近くの医療機関の情報を検索
できます。
○パソコンから
　（http://www.qq.pref.ibaraki.jp/）
○携帯電話から
　（http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt）

  ７月の休日当番医

可燃ごみの出し方について

　家庭から出される燃えるごみは、
美観・清潔の維持および迅速な収集
を行うために、１度に出せるごみの
量を制限しています。
ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／
　収集当日の朝８時まで
※�指定袋には、必ず氏名をフルネー

ムで記入してください。
※�ごみ出しのルールが守られていな

いごみは収集できません。
問い合わせ／環境課環境グループ
☎ 298 － 1111　内線 447 ～ 449

那珂地区更生保護サポートセンターが開所しました
　４月19日、総合センターらぽー
るで那珂地区更生保護サポートセ
ンター開所式が行われ、那珂地区

（那珂市・常陸大宮市）における
サポートセンターの開所を祝いま
した。
　那珂地区保護司会により瓜連支

所の１階に開設された那珂地区更
生保護サポートセンター。同セン
ターでは、保護司会が地域の関係
機関や団体と連携しながら、地域
で更生保護活動（犯罪や非行をし
た人たちの立ち直りを支える活
動）を行っていきます。　

ＪＡ常陸が箱わなを寄贈

　５月８日、常陸農業協同組合那珂
営農経済センターにおいて、ＪＡ常
陸から有害鳥獣捕獲のための箱わな
１基を市に寄贈いただきました。

障がい児者親の会が
プランターを寄贈

　５月 14 日、障がい児者親の会（若
谷会長）からプランターを市に寄贈
いただきました。
　いただいたプランターは、市役所

（本庁）正面玄関左に飾っています
ので、お立ち寄りの際はぜひご覧く
ださい。
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測定場所 測定値 測定日
１ 横堀小学校 0.044 ７日
２ 額田小学校 0.044 ７日
３ 菅谷小学校 0.051 ９日
４ 菅谷東小学校 0.062 ７日
５ 菅谷西小学校 0.068 ７日
６ 五台小学校 0.050 ７日
７ 芳野小学校 0.044 ７日
８ 木崎小学校 0.041 ７日
９ 瓜連小学校 0.070 ９日
10 ひまわり幼稚園 0.064 10日
11 那珂第一中学校 0.063 ７日
12 那珂第二中学校 0.052 ７日
13 那珂第三中学校 0.044 ７日
14 那珂第四中学校 0.036 ８日
15 瓜連中学校 0.055 ７日
16 茨城学園 0.056 ７日
17 ナザレ幼稚園 0.049 ９日
18 さいせい幼稚園 0.060 ８日
19 大成学園幼稚園 0.058 ９日
20 旧本米崎小学校 0.092 10日

５月の市内放射線量の測定状況をお知らせします
　※測定値…「単位はマイクロシーベルト／時間」「国の除染などの基準値は 0.23」

41 中谷原公園 0.067 10日
42 宮の池公園 0.065 10日
43 一の関ため池親水公園 0.053 10日
44 静峰ふるさと公園 0.065 10日

21 菅谷保育所 0.070 ９日
22 瓜連保育園 0.066 ２日
23 ゆたか保育園 0.081 ７日
24 かしま台保育園 0.058 10日
25 ごだい保育園 0.072 ７日
26 大成学園額田保育園 0.045 ７日
27 いくり保育園 0.055 ６日
28 地域子育て支援センター 0.065 ８日
29 総合保健福祉センター 0.074 ７日
30 市中央公民館 0.076 ４日
31 市立図書館 0.089 ３日
32 那珂総合公園 0.083 ４日
33 歴史民俗資料館 0.087 ２日
34 ふれあいの杜公園 0.079 ４日
35 ふれあいセンターよこぼり 0.069 ８日
36 ふれあいセンターごだい 0.080 ８日
37 ふれあいセンターよしの 0.075 ８日
38 総合センターらぽーる 0.103 ８日
39 戸多地区交流センター 0.055 ８日
40 那珂聖苑 0.081 12日

※�１～28 は地表面から50㎝、29～44
は１ｍの高さで測定

※�学校給食センターで調理される食材
は、毎日放射性物質の測定を行い、基
準値を超えていない食材のみを使用

※�４月 15 日～５月 14 日の期間、市内
各浄水場、芳野配水場の水道水の放射
性物質の測定結果は、いずれも不検出

	 1～20	 学校教育課	 内線 8274
21～28	 こども課	 内線 252
29	 健康推進課	 内線 531
30～34	 生涯学習課	 内線 8282
35～39	 市民協働課	 内線 265
40	 市民課	 内線 152
41・42	 都市計画課	 内線 355
43・44	 商工観光課	 内線 243

☎ 298 － 1111問い合わせ

すべて
基準値
以下

市
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
２
９
８
・
１
１
１
１（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

選
挙
の
ギ
モ
ン
や
知
り
た
い
こ
と
に
お
答
え
し
ま
す
！

選
挙
い
ろ
い
ろ
Ｑ

Ａ
＆

 

Ｑ

 

Ａ
　

那
珂
市
か
ら
転
出
し
た
場
合
を
例
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
引
っ
越
し
を
し
た
場
合
、
転
入
届
を
提
出
し
て
か
ら
３
か
月
以
上
住
み

続
け
る
こ
と
で
、
転
入
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

３
か
月
が
経
過
し
て
い
な
い
場
合
は
、
選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
投
票
で
き

る
条
件
が
次
の
と
お
り
異
な
り
ま
す
。

国
政
選
挙
（
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
）

　

転
出
先
が
国
内
で
あ
る
限
り
、原
則
と
し
て
那
珂
市
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

茨
城
県
知
事
選
挙
・
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

転
出
先
が
県
内
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
那
珂
市
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
す
る
際
に
は
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
ま
た
は
「
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
確

認
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
他
の
都
道
府
県
へ
転
出
し
た
場
合
は
、
投
票
が

で
き
ま
せ
ん
。

那
珂
市
長
選
挙
・
那
珂
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

市
内
の
転
居
の
場
合
は
、
引
き
続
き
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
の

で
、
投
票
が
で
き
ま
す
。
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
場
合
は
、
投
票
が
で

き
ま
せ
ん
。

引
っ
越
し
た
と
き
は
投
票
で
き
る
の
？
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た
四季

の

う

【短　歌】ときわ短歌会 片岡明選

被
災
地
の
海
眩
し
か
り
鳥
帰
る

桜

井

筑

蛙

薫
風
や
令
和
幕
明
け
厳
か
に

高

野

祝

子

奉
祝
の
小
旗
の
波
や
夏
隣

宇
佐
美

和

子

観
覧
車
緩
り
と
望
む
園
の
春

藤

岡

み
ち
子

誇
ら
し
く
尾
を
舞
ひ
上
げ
る
鯉
幟

筒

井

か
よ
子

階
に
さ
く
ら
蕊
降
る
旅
の
宿

浅

野

と
し
子

都
忘
れ
紫
好
き
な
母
の
こ
と

松

井

節

子

荷
ひ
手
の
老
い
し
み
じ
み
と
麦
青
む

高

畠

久
美
子

盛
装
を
脱
ぎ
ゆ
く
如
く
牡
丹
散
る

小

澤

佐

代

満
開
の
桜
み
ん
な
で
リ
ハ
ビ
リ
体
操

海

野

美
枝
子

廃
校
を
独
り
占
め
す
る
桜
か
な

平

山

順

子

教
え
子
の
続
経
と
つ
と
つ
木
の
芽
風

雨

宮

文

枝

【俳 句】那珂あせび句会

甘
噛
み
を
い
ぢ
め
と
思も

ふ
や
六
歳
は
棒
も
て
絡
む
金
蛇
隔
つ

雨
の
な
か
は
る
か
に
見
ゆ
る
隠
岐
島
に
黄
昏
迫
り
明
か
り
が
灯
る

十
連
休
は
い
ず
こ
も
混
む
と
諦
め
て
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
相
棒
を
観
る

雨
上
が
り
青
空
さ
し
て
飛
ぶ
鳩
に
一
途
な
頃
の
君
を
思
え
り

令
和
に
な
り
十
連
休
も
我
が
家
に
は
い
つ
も
と
同
じ
暮
し
が
あ
り
ぬ

忘
れ
貝
耳
に
当
つ
れ
ば
辛
酸
を
忘
る
る
と
言
い
し
古
稀
の
友
逝
く

若
者
に
負
け
じ
と
我
の
学
び
た
き
ス
マ
ホ
教
室
は
今
日
も
満
員

見
は
る
か
す
千
鳥
ヶ
淵
に
白
鳥
の
水
尾
は
弛
ま
ず
広
が
り
て
ゆ
く

取
り
残
し
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
淡
黄
の
十
字
花
さ
か
せ
蝶
を
集
は
す

ネ
モ
フ
ィ
ラ
を
見
た
い
と
友
か
ら
メ
ー
ル
来
る
も
道
が
混
ん
で
て
行
け
ぬ
と
あ
り
ぬ

母
そ
し
て
父
の
齢

よ
わ
い

を
は
る
か
越
え
実
家
の
兄
は
白
寿
を
め
ざ
す

加

藤

小

宅

小
野
瀬

大

森

小
野
瀬

大

森

小

宅

加

藤

海

野

片

岡

要進

宏

幸

海

野

壽

勝

代壽

勝

代進要

宏

幸明

 

た
四季

の

う
日
時
計
の
両
針
ゆ
る
し
花
の
昼
る

息
少
し
あ
ら
く
辿
り
し
山
桜

古
墳
出
て
古
代
の
ロ
マ
ン
を
花
に
酔
う

さ
く
ら
さ
く
ら
日
本
人
の
血
が
騒
ぐ

桜
散
ら
す
無
情
の
風
や
知
人
の
訃

飛
べ
る
の
が
嬉
し
そ
う
な
る
雀
の
子

摘
み
草
の
畦
一
本
を
振
り
向
か
ず

渡
月
橋
背
に
撮
ら
れ
お
り
春
の
水

や
す
や
す
と
伸
び
て
水
落
つ
春
の
川

遠
郭
公
声
に
目
覚
め
し
一
夜
旅

モ
ン
ゴ
ル
の
土
か
も
知
れ
ず
黄
砂
降
る

太
古
秘
む
権
現
墳づ

か

や
土
筆
野
に

看
板
の
一
字
を
隠
し
若
葉
張
る

堀

口

真

崎

長
谷
川

秋

野

栗

原

長
谷
川

木

内

栗

原

飯

　島

井

坂

堀

口

秋

野

真

崎

泉

流

一

耕

和
希
子

三

峰

三

枝

和
希
子

晴

絵

三

枝

カ
チ
子

光

位

泉

流

三

峰

一

耕

【俳 句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】那珂短歌会 片岡明選

天
を
指
し
芽
吹
く
欅
の
梢
よ
く
の
び
ゆ
く
先
の
青
さ
ら
に
よ
し

朽
ち
果
て
し
御
堂
の
脇
の
シ
ャ
ガ
の
花
に
隠
れ
て
在
す
泣
き
顔
羅
漢

逆
さ
ま
に
な
り
て
椿
の
み
つ
を
吸
い
鵯ひ

よ

あ
ら
あ
ら
と
花
移
り
ゆ
く

談
じ
つ
つ
菜
の
花
摘
め
る
主
婦
達
の
辺
り
離
れ
ず
黄
の
蝶
の
飛
ぶ

仕
つ
け
糸
つ
け
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
終
え
て
縁
起
物
の
紐ひ

も

母
は
縫
い
た
り

大
正
に
生
ま
れ
令
和
ま
で
永
ら
え
る
母
よ
あ
な
た
は
ほ
ん
と
に
強
い

探
し
あ
ぐ
ね
し
図
書
館
の
本
出
て
き
た
り
賠
償
し
た
る
翌
日
の
朝

閉
校
の
中
学
校
の
ニ
ュ
ー
ス
見
て
桜
咲
く
日
を
思
い
出
し
た
り

機
械
化
の
進
む
も
自
然
に
農
勝
て
ぬ
五ご

ふ
う
じ
ゅ
う
う

風
十
雨
を
祈
り
大ま

め豆
蒔
く

喜
寿
の
母
縫
い
た
る
紐ひ

も

は
お
守
り
に
今
も
仕
舞
い
お
く
抽ひ

き

出
し
の
奥

こ
う
べ
垂
れ
咲
く
春
蘭
の
や
さ
し
か
り
山
辺
の
雑
木
の
根
元
に
一
株

赤

塚

小

宅

加

藤

塙大

森

池

田

小
野
瀬

赤

塚

塙小

宅

満

夫進

美
代
子

池

田

要

紀

子

勝

代

美
代
子壽

満

夫

紀

子進
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【短　歌】那珂短歌会　片岡明選
蹴
れ
ば
す
ぐ
倒
れ
る
ご
と
き
老
梅
の
枝
に
円
ら
な
蕾
の
見
ゆ
る	

小

　坂

　け
い
子

ペ
ー
ジ
操
る
五
色
セ
ッ
ト
の
指
サ
ッ
ク
い
つ
の
ま
に
や
ら
赤
の
み
と
な
る	

塙

　
　
　紀

　子

幾
度
も
蜆
舟
向
き
を
変
え
て
ゆ
く
白
き
波
立
て
夕
映
え
の
な
か	

小

　宅

　
　
　進

く
っ
き
り
と
し
た
朝
空
に
身
を
伸
ば
し
行
き
交
う
人
を
見
守
る
街
路
樹	

大

　森

　
　
　満

今
月
も
締
切
に
追
わ
れ
詠
む
歌
に
不
満
の
あ
れ
ど
折
合
い
つ
け
る	

大

　森

　勝

　代

ト
カ
ゲ
売
る
ブ
ー
ス
の
端
に
コ
ホ
ロ
ギ
の
幾
百
匹
が
蠢
く

　冬
を	

加

　藤

　
　
　要

一
粒
を
十
年
と
し
て
節
分
の
豆
を
食
み
を
り
八
つ
と
一
つ	

草

　野

　
　
　豊

映
像
に
素
朴
さ
に
じ
む
稀
勢
の
里
稽
古
続
け
て
鋼
を
保
て
よ	

川

　上

　恵
美
子

霏ひ

ひ霏
と
降
る
雪
を
見
て
お
り
滑
走
路
の
閉
鎖
を
告
ぐ
る
ロ
ビ
ー
の
窓
に	

池

　田

　美
代
子

文
芸
の
朗
読
を
ラ
ジ
オ
に
聞
き
お
れ
ば
人
身
事
故
の
速
報
入
る	

塙

　
　
　紀

　子

雪
の
な
か
女
子
駅
伝
の
選
手
等
は
燃
え
る
闘
志
に
背
を
押
さ
れ
ゆ
く	

小

　坂

　け
い
子

春
雨
の
音
の
侘
し
き
南
禅
寺
の
庭
の
烟
り
て
松
の
隠
さ
る	

小

　宅

　
　
　進

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。

【俳　句】那珂あせび句会　
一
徹
を
通
せ
し
力
士
梅
咲
け
り	

桜

　井

　筑

　蛙

床
の
間
の
室
咲
き
桜
華
や
げ
り	

藤

　岡

　み
ち
子

奉
納
の
大
羽
子
板
や
巫
女
の
舞	

筒

　井

　か
よ
子

豆
の
殻
茄
子
殻
も
焼
べ
飾
り
焚
く	

浅

　野

　と
し
子

節
分
会
可
愛
い
園
児
の
鬼
数
多	

松

　井

　節

　子

肌
に
戯
む
る
風
花
の
露
天
風
呂	

高

　畠

　久
美
子

厳
か
に
神
が
着
替
へ
て
お
正
月	

小

　澤

　佐

　代

新
年
会
身
内
増
え
つ
つ
三
十
年	

海

　野

　美
恵
子

行
く
雲
に
合
わ
せ
た
な
び
く
野
焼
き
か
な	

江

　幡

　澄

　夫

風
邪
に
臥
し
を
り
差
入
れ
の
娘
の
料
理	

雨

　宮

　文

　枝

し
っ
か
り
と
生
き
て
る
証
青
木
の
実	

高

　野

　祝

　子

や
は
ら
か
き
光
の
中
に
春
立
て
り	

宇
佐
美

　和

　子

今
ま
さ
に
芽
吹
か
ん
木
々
の
深
呼
吸	

大

　森

　
　
　滿

立
春
の
雨
に
大
地
の
静
も
れ
り	

飯

　島

　京

　子
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※

レ
シ
ピ
は
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載

表
紙
の
裏

側

さ
や
さ
　や
　

さ
　や
　　
わ

　か
わ

　か は
じ
め
て
の
た
ん
じ
よ
う
び
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

さ
ん
さ
ん

印刷／株式会社あけぼの印刷社

[12 か月児健康診査時に抽選を行っています。]

飾り巻きずしバラの花

164

気
持
ち
に
寄
り
添
い
共
感
す
る
こ
と

大
武　

紗
英
さ
ん
（
19
歳
）

戸

緒
に
遊
ん
だ
り
、
喜
ん
で

も
ら
え
た
り
し
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

一
方
で
、
子
ど
も
に
接

す
る
難
し
さ
も
感
じ
ま
し

た
。
手
洗
い
指
導
の
と
き
、
手
洗
い
に
乗
り

気
で
な
い
子
ど
も
に
対
し
て
私
は
、
そ
の
理

由
を
考
え
ず
手
洗
い
を
促
し
て
い
ま
し
た
。

単
に「
今
は
子
ど
も
が
乗
り
気
で
な
い
だ
け
」

そ
う
思
っ
て
い
る
と
先
生
か
ら
「
そ
う
で
は

な
く
共
感
が
大
切
」
と
助
言
が
あ
り
、
自
分

が
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
て
い
な

か
っ
た
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
す
る
の

が
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
保
育
士
が
気
持
ち
を
く

み
取
る
こ
と
が
大
切
。
そ
ん
な
保
育
士
に
な
れ

る
よ
う
、
学
ぶ
機
会
が
多
い
学
生
の
う
ち
に
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
吸
収
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
保
育
士
に
な
る
夢
を
叶
え
る
た
め
、

茨
城
女
子
短
期
大
学
で
学
び
始
め
て
２
年
目

に
な
り
ま
す
。

　

保
育
実
習
で
は
、
授
業
で
使
う
教
材
を
作

る
こ
と
が
あ
り
、
私
は
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
壁

面
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
イ

ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
工
作
し
た
り
す
る
の
が

好
き
で
、
作
っ
た
も
の
で
子
ど
も
た
ち
と
一

元気におおきくなってね♡

大
だいすけ

裕くん

父・晴樹さん　母・瑠衣さん（瓜連）

4/28
生まれ

１歳おめでとう！
いっぱい食べて大きくなってね！

紋
あやのすけ

之介くん

父・睦さん　母・希望さん（後台）

4/24
生まれ

１歳おめでとう♡
兄弟仲良く元気に育ってね！！

蓮
れんじゅ

寿くん

母・咲希さん（竹ノ内）

4/25
生まれ

　４月に行われた八重桜まつりのイベント２日
目、毎年多くのファンが集う「よさこいソーラン
響宴」。今年は県内のみならず、千葉県、山形県、
岩手県、福島県からもよさこいチームが駆けつけ、
28 団体総勢約 570 人の踊り子は、力強く華麗に
舞い、大迫力の演舞を見せてくれました。
　表紙の踊り子を含めた皆さんが、色鮮やかな
衣装で、心から踊りを楽しむ表情が印象的でした。


